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○河内係長 皆さん、お疲れさまでし

た。今日は通常の部会に加えて、来年度

新たに始まるスマートフォンを活用した

「あだち脳活ラボ」というシステム開始

に当たって、体験の時間を頂きましてあ

りがとうございました。 

 測定会ということで体を使うものに参

加いただいてお疲れのところを申しわけ

ありませんが、部会を始める前の時間に

やっていただいた皆様の感想会を少しだ

けしたいと思いまして、それを基に足り

ない部分ですとか直せるものに関しては

よくしていきたいと思っております。体

験いただいた５名の方には申しわけあり

ませんけれども、少しお話しいただけれ

ばと思います。 

 では、勝手ながら私から時計回りで山

ノ内先生からお願いしてよろしいでしょ

うか。 

○山ノ内委員 お世話になりました。あ

りがとうございました。 

 最初の体力測定に関しては、片足立ち

は最初にやったほうがいいと思います。

やはり立ち上がりをやったり、歩いた後

だと、恐らく高齢者はほとんど片足で立

てないと思いますので、もしやるのであ

れば、やはり最初に片足立ちをやって、

その後にやったほうがいいかなと。スク

ワットは最後のほうがいいと思います。 

 あと、裸足がいいと思います。今日は

靴を履いてやってみたのですが、やはり

裸足でやったほうが再現性があると思い

ますので。 

 それから、立ち上がりも歩き始めもそ

うなのですが、椅子に深く座ることはあ

まりいいことではなくて、立ち上がりの

ときの角度を統一したほうが再現性はあ

るので、むしろ膝とつま先の位置を揃え

るとか、椅子に深くというのはちょっと

お勧めできないと思って、やってみて感

じました。それが体力測定的にはあれか

なと思いました。 

 あとは、やはり時間の長さとか、すご

く長く感じてしまう人は感じてしまうか

なと思うので。最後のＢテストはかなり

長く感じるので、その辺は集中力も測定

の検査だと思うのですが、ちょっと長い

かなという気がしました。 

 以上です。 

○河内係長 ありがとうございます。 

 では、小浦さん、よろしくお願いしま

す。 

○小浦委員 東京都栄養士会管理栄養士

の小浦です。 

 体力測定も認知機能も両方にもうちょ

っとあったらいいなと思うものが、楽し

さでしょうか。全然楽しくない。検査と

いうような色が特に認知機能のほうは強

くて、最後５分間の試験もすごく長く感

じて、結構疲労感を感じると思うので、

その割にＬＩＮＥで受け取った結果が、

そんなにわあっと感じるものでもない。

点数で表されているところもあって、そ

うすると、また３か月後にやろうとか１

年後にやってみようとか、そういうわく

わく感につながりにくいかと感じまし

た。 

 あと、私は初めにやらせてもらったの

ですが、多分待ち時間がすごく長くなる

ので、予約制とかこれぐらいの時間に来

てくださいみたいなことをしないと、す

ごく待ったのにすごくしんどいことをさ

せられて、思うほどの結果じゃなかった

らモチベーションが下がりそうな雰囲気

は感じてしまいました。 

 以上です。 



○河内係長 ありがとうございます。 

 では、続いて廣島さん、お願いしま

す。 

○廣島委員 通所部会の廣島と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

 今ちょうどＬＩＮＥのグラフとかそう

いった部分を見ているのですが、同年代

の平均を上回っている、下回っていると

いうのが、私が多分上回っているからだ

と思うのですが、もうちょっと同年代が

このぐらいだとか多分ありますよね。そ

こがちょっと分かりづらかったので、プ

ラスマイナスというか、自分との比較は

簡単に分かると思うのですが、他者との

比較となったときに、私がやったからな

のか分からないのですが、全部緑色にな

ったのです。中には緑色になった方もい

らっしゃると思いますが、同年代はこの

ぐらいだよと何か見られるといいのかな

と思いました。 

 あと、先ほどおっしゃったのですが、

やはり待ち時間は恐らく長くなるだろう

なということと、Ｂのボタンを押すのが

５分間となっているので、そういったと

ころで少し退屈さも出てしまうのかなと

私も同じ意見です。 

 ただ、持続力という項目が、そこは仕

方ないのでしょうけれども。ただただ個

人的な所感ですので。 

 以上です。 

○河内係長 ありがとうございます。 

 では、内山さん、お願いします。 

○内山委員 シルバー人材の内山です。

よろしくお願いします。 

 先に、今のＢでいうと全く一緒で、３

分程度でいいかなと思いました。 

 あと、最初の運動から行くと、１回回

るやつで次５回上がる。これ一緒にして

もいいのではないかと思っているので

す。これ、１回ってあまりにも短いとい

うかトータルで５回ぐらいやって、立ち

上がりも一緒にやってしまえばいいので

はないかと思いました。 

 バランスのほうは、まずは自分がすぐ

に崩れたのでショックでした。下がビニ

ールだから滑ってしまうのですよね。で

すから先ほどの裸足じゃないですが、下

が滑らない形にしないと測定に誤差が出

てしまうのではないかと思いますので、

しっかりマットにしたほうがいいかなと

思います。 

 あとは記憶力とかいろいろありました

けれども、それなりにいいと思います。

まだ選べるからいいなと思いました。あ

れを全部書けと言われたら１５個は覚え

られないので、あの程度ぐらいではない

とショックが大き過ぎると感じました。 

以上です。 

○河内係長 ありがとうございます。 

 では、堀さん、よろしくお願いしま

す。 

○堀委員 最後まで行けなくて結果が見

られていないのですが、廣島さんのお話

を聞いて、同世代の平均値みたいなもの

があったりすると、ちょっと張り合いと

いうか。 

○廣島委員 何歳相当とかね。 

○堀委員 そうですね。そういうものが

出るとうれしいというか意味合いが出て

くるところがあるかと思いました。 

 私は運動習慣がなくて、余り体力に自

信がないのですが、それでやった感覚で

いうと、特に検査ですからこういうもの

ですよと言われると、はいとやるだろう

と感覚です。ただ、やはりやるときの動

機づけがあればなと。今後サービスを利



用してもらうためには、ないとわざわざ

しないだろうなと。しない理由は、やは

り自分の体力にそんなに自信がないので

すよね。今日は特にそうでしたけれど

も、ギャラリーがいっぱいいる。前の人

がいる、後ろの人がいる、先生がいる、

じっと見ている、という中で特別優れた

スコアも出ない、自分の醜態をさらした

いと思わないというところが、やはりそ

こら辺の誘引づけがちょっとあるかなと

思いました。 

 やはり老人クラブの仲間でグループで

入るとか。そうするとさらに長い行列に

なるか分からないですが、仲間同士だっ

たら笑える気がするのですけれども、１

人で、しかもギャラリーがたくさんいる

と緊張するだろうなと思いました。 

 検査自体はこんなものかなという感じ

です。 

 以上でございます。 

○河内係長 ありがとうございます。 

 では、今日は測定会経験の前に実際の

脳活ラボのＬＩＮＥの友達登録をしてい

ただいた上での測定会ということだった

のですが、友達登録そのものに対しても

何か分かりづらいとか、何かご意見がも

しありましたらお伺いできればと思うの

ですが。 

 廣島さん、お願いします。 

○廣島委員 先ほど、おすすめの動画が

話題で出ていたと思うのですけど、これ

は具体的にどういう感じでおすすめが出

てくるのですか。 

○神家満係長 おすすめ動画は配信でメ

ッセージが届くのですが、ご自身でする

場合は、「探す」から「動画配信」を押

していただくと、お一人で視聴するか皆

さんで視聴するか選んでいただいて、お

一人を選ぶと、最初は利用規約が出てく

るので同意を押していただくと動画メニ

ューの欄が表示されます。 

 これが週２回のペースで、先ほどの体

操、音楽、美術など、３つのプログラム

が１つのセットになって自動で配信され

ます。 

○廣瀬委員 これが一種のおすすめにな

る。 

○神家満係長 そうですね。 

○廣瀬委員 みんなで視聴する場合、こ

ういうものは出るのですか。 

○神家満係長 みんなで視聴する場合

は、皆さんで好きなジャンルの動画を１

つ１つ選んでいただくような形になって

います。 

 なぜこのようなパッケージで送るかと

いうと、やはり動画のコンテンツがたく

さんあるがゆえに、何からやっていいか

分からないという方もいらっしゃるかと

思いまして、そこを専門家の先生にも監

修していただいているのですが、これと

これを組み合わせるといいというものを

選んでいただいて、それをパッケージで

配信するようになっています。 

○廣瀬委員 パッケージでこれからやる

予定もあるのですか。 

○神家満係長 それは１つ１つの動画な

のですが、先ほど開いていただいた。 

○廣瀬委員 １人のほう。 

○神家満係長 はい。それは３つの動画

が１つになってパッケージになっていま

すので、そちらを選んでいただければ問

題ない。 

○廣瀬委員 個人的に感じたことは、今

言ったようにすごく動画が多くて、プラ

スにもなると思うのですが、多さがゆえ

に見づらいということは確かにあると思



ったので、例えば、自分のお気に入りの

動画があったら登録できるとか、あとは

パッケージも、上半身の筋力が落ちてい

るとか下半身とか認知とかその方それぞ

れの悩みがあると思うので、こういった

方向けみたいな感じのおすすめ配信があ

ると見やすいのかなと思いました。 

○神家満係長 確かにそうですね。 

○廣瀬委員 あともう一つが、イベント

検索のところで教室とか諸々出ていると

思うのですけれども、会場のところに住

所か何かあったほうがいいのかなと感じ

ました。 

 以上です。 

○神家満係長 ありがとうございます。 

○司会 ありがとうございます。 

 まだまだたくさんご意見を頂きたいと

ころなのですが、部会を始めさせていた

だきたいと思います。 

 それでは、開発事業者の皆様、ありが

とうございました。 

○事業者 ありがとうございました。 

○司会 今日頂いたご意見を参考に直せ

るところは直していきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○酒井部会長 実際に体験していただく

とご意見もすごい具体的ですよね。 

 導入部分ともう一回またやる動機づけ

の部分がやはり大きいですね。ほかより

も優れているとボンと出るのであれば楽

しいかもしれないですが、平均より下の

数字が出るとやはり悔しいとなりますよ

ね。モチベーションと言ったらいいか、

どうやって続けていくかもありますね。 

 それから配信のおすすめにしてもやは

り、みんな個性があるから、おすすめも

その人に合った希望するおすすめが来る

といいなと。 

○小浦委員 ほんとにそう思いますね。 

○司会 ありがとうございます。 

○神家満係長 一応動画については、個

人個人の方向けにおすすめ動画を個別に

カスタマイズして送るのはまだ難しいの

ですけれども、取組状況に応じて励まし

のメッセージ、「もう少しやってみまし

ょう」とか「はつらつ測定会にそろそろ

行きませんか」、「前回から期間が空い

ているのでそろそろ行きませんか」、と

いうアクションにつながるような、背中

をそっと押すメッセージはお１人おひと

りに文言を変えてお送りするのを実装す

る予定で考えています。 

○酒井部会長 １人ひとりへのメッセー

ジが１つのおすすめ動画のヒントみたい

な。 

○神家満係長 そうですね。動画がそう

なっていくといいかなと思います。 

○酒井部会長 あと体を動かす体力測

定、別々にやるのではなくまとめてやれ

る部分があるのではないかというのはす

ごく分かりやすかった。 

 滑らないようにして。 

○神家満係長 安全管理は本当に充分気

をつけてやりたいと思います。 

○酒井部会長 裸足でやったほうが測定

の誤差が少なくなるというのはなるほど

なと思います。 

○神家満係長 一方、靴を脱いで靴下を

脱いでというところが、我々もそのとき

に何かあったりしたら心配な部分です。 

○酒井部会長 確かに前の方が裸足でや

って、自分は同じ場所に乗りたくないと

かあるかもしれないですね。難しいです

ね。本当にこればっかりは。 

 ニンテンドーのＷｉｉ、あれにちょっ

と似ているような雰囲気を感じて見てい



たのですが、センサーで感知してうまく

いっているとか、飛ばしてとかいうのを

感知していくと。 

○神家満係長 Ｗｉｉだったら楽しいで

すけどね。すみません。 

○酒井部会長 それでは部会のほうも案

件が今日もたくさんございまして、スム

ーズに進められたらと思いますので、始

めさせていただきたいと思います。 

 では、司会の方、お願いします。 

○司会 本日は、はつらつ測定会を体験

いただき、いろいろなご意見ありがとう

ございました。 

 定刻から２０分ほど過ぎてしまいまし

たが、ただいまから「令和６年度足立区

地域包括ケアシステム推進会議第３回は

つらつ高齢者部会」を開催いたします。 

 本日はお忙しい中、ご参加いただき、

誠にありがとうございます。 

 本日の司会は、高齢者地域包括ケア推

進課介護予防生活支援係の森島が担当さ

せていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 初めに、傍聴の席の皆様にお願いがご

ざいます。会場内でのビデオカメラ、カ

メラ、携帯電話等のご使用はお控えくだ

さい。ご理解とご協力をお願いいたしま

す。 

 次に、資料の確認をさせていただきま

す。 

 １枚目が次第「令和６年度足立区地域

包括ケアシステム推進会議第３回はつら

つ高齢者部会」の次第でございます。 

 ２枚目は「はつらつ高齢者部会委員名

簿」。 

 ３枚目は別紙１「令和７年度『あだち

脳活ラボ』開始に向けた進捗について」。

こちらは別添資料が３点あります。 

 続いて別紙２「令和７年度『あだち脳

活ラボ』利用促進に向けた高齢者へのス

マートフォンサポート事業の概要につい

て」。続いて別紙３「令和７年度介護予防

事業の見直し(案)について」。 

 別紙４「令和６年度『ぱく増し』事業の

進捗状況について」。こちらは別添資料

が４点ございます。なお、別添点資料に

関しましては、別のクリップ留めにあり

ます。 

 続いて別紙５「令和６年度『食べてフ

レイル予防』事業の進捗状況について」。

こちらは別添資料が１点ございます。 

 続いて別紙６「生活支援体制整備事業

における課題および今後の取り組みにつ

いて」。こちらは別添資料が２点ござい

ます。 

 資料は以上でございます。不足等がご

ざいましたら事務局にお声がけください。 

 よろしいでしょうか。 

 この会議は、足立区地域包括ケアシス

テム推進会議はつらつ高齢者部会設置要

綱第６条により、委員の過半数の出席に

より成立いたします。現在、過半数に達

しており、この会議が成立いたしますこ

とをご報告いたします。 

 皆様からの活発なご意見、ご質問を頂

くため、迅速な会議進行にご協力いただ

きますようよろしくお願いいたします。 

 なお、この会議の会議録は公開するこ

ととなっております。記録の関係上、ご

発言の前にはお名前をよろしくお願いい

たします。 

 それでは、初めに酒井部会長から開会

のご挨拶をお願いいたします。 

○酒井部会長 皆様こんにちは。 

 本当は私も測定会に参加する予定だっ

たのですけれども、皆さんの報告を受け



て間接的ですが体験させていただきまし

た。 

 今日は「はつらつ測定会」と「あだち

脳活ラボ」のダブル測定会が運営されて

いくに当たって生で見ていただいて、そ

れを前提にこの部会での検討、協議を進

めていく日になります。 

 今日は協議事項と報告事項がありまし

て、結構内容が豊富です。皆さんのご意

見等もいっぱいお伺いしながら充実した

部会にしたいと思います。本日はよろし

くお願いいたします。 

○司会 酒井部会長、ありがとうござい

ました。 

 それでは議事に入らせていただきま

す。これからの議事進行につきまして

は、酒井部会長、よろしくお願いいたし

ます。 

○酒井部会長 それでは議事に早速入ら

せていただきたいと思います。 

 まず次第の２「協議事項」に入りま

す。「令和７年度『あだち脳活ラボ』開

始に向けた進捗について」、事務局から

まずご報告をお願いしたいと思います。 

○河内係長 では、こちらにつきまして

は、私、介護予防生活支援担当の河内か

らご説明させていただきたいと思いま

す。 

 本日は、体験に参加いただいた委員の

皆様、また部会からご参加の委員の皆様

もお忙しい中、ありがとうございます。

全体の資料のご提供が直前のメールにな

ってしまいまして大変申しわけありませ

んでした。 

 では、私から別紙１「令和７年度『あ

だち脳活ラボ』開始に向けた進捗につい

て」ご説明いたします。 

 先ほど体験いただいたものと、それ以

外に様々なサポートや普及啓発の活動を

進めていきたいと考えておりますので、

この点についてのご説明になります。 

 今回の「あだち脳活ラボ」ですが、令

和７年４月から本格開始の予定となって

います。 

 大変失礼いたしました。上から２行目

「第一次基盤整備」の「次」の部分が誤

字になっています。こちらは修正させて

いただいて後ほど報告させていただきた

いと思います。 

 先ほど体験いただいたところなのです

が、あくまでも途中の段階のものもあり

ますので、今後の取組も進捗という形で

予定としての報告とさせていただきま

す。 

 では、まず１にあります「デモ動画視

聴」ということなのですが、通常、区の事

業はチラシとか広報の周知がほとんどな

のですが、今回この脳活ラボについて動

画をつくって、区の学習センターにある

デジタルサイネージの電子掲示板等でも

放映して広く見ていただこうと思ってお

ります。今回、その動画を簡単に見てい

ただければと思いますので、お時間をち

ょっと頂ければと思います。 

 では、お願いします。 

（動画視聴） 

○河内係長 ありがとうございます。 

 手短なものではあるのですが、こうい

ったＣＭのような形で区の施設と区のホ

ームページでも御覧いただけるような、

とにかく耳に入る、目に入るという形を

広げていこうと思っております。 

 １２０秒版と書いてあるものですが、

今の短時間版のほかにもう少し詳しい説

明と使い方について簡単な操作方法が後

ろに続く形で１２０秒でつくっておりま



す。そういったものを例えば「はつらつ

測定会」の待ち時間とかで御覧いただい

たり、区の周知、ＰＲ活動の中で御覧い

ただくなど、そういったことで使いなが

ら皆様に楽しんでいただければと考えて

おります。 

 では、続きまして２「普及啓発」と書い

てあるところですが、今年度末からすぐ

に始まるものと来年度からのものと混ざ

っているのですが、一応、現在やる予定

ということで進めさせていただいている

もののご紹介になります。 

 （１）から（３）まで、（１）スマホ貸

与会、（２）登録サポート会、（３）よろ

ず相談会、とありますが、詳細について

は協議事項２でご説明させていただきた

いと思います。 

 お配りしたチラシの中で、スマホ貸与

会につきましては、水色の縦Ａ４のチラ

シ、こちらでスマートフォンを持ってい

ない方向けのサービスとして１００台限

定でお貸出しを２年間するという事業を

併せて実施する予定です。 

 ただ、スマホを貸し出すという言葉だ

とちょっと語弊がありまして、やはり電

話を使った特殊詐欺等が今すごく増えて

おりますので、貸し出す端末については、

動画を見るためだけの機能に絞った限定

的な機械をお貸しする形で予定しており

ます。 

 これ自体は広報でも周知を始めさせて

いただいているのですが、ちょうど今日

から、２月５日から２月２１日までの間、

申込受付ということで実際に今始まって

いるものでございます。 

 次の（２）「登録サポート会」ですが、

こちらは次の協議事項２で説明させてい

ただきたいと思います。 

 また、（３）「よろず相談会」につきま

しても協議事項２で詳しくご説明させて

いただきたいと思いますので、そちらで

お願いいたします。 

 では、飛びまして（４）「認知症普及啓

発講演会」ですが、こちらはチラシのカ

ラー刷り、ピンク色の縦型のものになり

ます。今回の「脳活ラボ」を始めるに当た

って、認知症予防と介護予防を一体的に

実施することで、より複合的に、効果的

に進められるということで始めておりま

す。 

 先ほどの体験会の中で見ていただいた

動画とかＪ－ＭＣＩという認知機能測定

があるのですけれども、そういったとこ

ろは、研究いただいている一般社団法人

ＭＣＩリング代表の朝田隆先生、筑波大

学の先生でもいらっしゃいますが、専門

的にされている方に関わっていただいて

今回のシステムを進めております。 

 チラシにあります３月２０日につきま

しては、朝田隆先生のところに通院され

ている俳優の山本學さんにもご一緒に足

立区の学びピアで講演会をやっていただ

く予定でございます。 

 お集まりいただいた方には、講演を聞

くだけではなくて、先ほどの脳活ラボの

登録もご希望があれば実際にその場でや

っていただこうと考えておりますので、

そのような形でどんどん普及啓発を進め

ていきたいと考えております。 

 では、続きまして（５）「区のイベント

出展」です。今年度末、３月２９日と３月

３０日、舎人公園で実施されます千本桜

まつり、こういったところ、区のイベン

トに我々は出展してＰＲを今までやって

こなかったのですが、今後は広く脳活ラ

ボを登録していただきたいと思いますの



で、こういったところに出展して拡大を

図っていきたいと思います。 

 続きまして、（６）「区介護予防事業で

のあだち脳活ラボ活用」した事業を始め

ていくということで、アとイ、２つござ

いますが、アは先ほど体験いただいた「は

つらつ測定会」でございます。イの「はつ

らつ教室」は、これまでも実施している

ものではあるのですが、こちらの教室内

のカリキュラムにあだち脳活ラボにある

配信動画を活用した時間帯を設けようと

思っておりまして、現在調整を進めてい

るところでございます。 

 続きまして、３「参加確認機能」とあり

ますが、ちょっと読みづらいかもしれな

いのですけれども、こちらは（１）「区介

護予防事業参加時の参加確認」というこ

となので、先ほど脳活ラボの画面を御覧

いただいたときに、二次元コードを読み

取っていただいたと思うのですが、「は

つらつ測定会」だけではなくて、そのほ

かの区の事業でもチェックインできるよ

うに進めていこうと思っています。 

 参加いただくとポイントが貯まってい

き、ポイントを貯めることをきっかけに

今まで参加していなかった方にもどんど

ん参加していただきたいと考えておりま

して、このような広げ方も準備している

ところでございます。 

 次は（２）「通いの場での活用拡大」。

そちらも脳活ラボの配信動画です。例え

ば、通いの場のリーダーの方にホストに

なっていただいて二次元コードを開いて

いただく仕組みがございます。そちらを

開いてグループで同じ動画を見ることで、

その場にいる人みなさんに同じくポイン

トが貯まっていく。それをきっかけとし

て、ポイントを貯めていきながら自分た

ちの活動につないでいくような効果を図

っていきたいと思っております。 

 今日は委員の皆様に体験していただい

たのですが、そのほかにも４にあります

区議会議員、あとは区内の高齢者団体の

方々、現在は内山さんがいらっしゃるシ

ルバー人材センター様にもご協力を依頼

しているところでございますが、先ほど

の脳活ラボの体験、はつらつ測定会を体

験いただきたいと思っております。 

 以上となります。 

○酒井部会長 今、報告いただきました

事項についてご質問等、委員の皆様から

お寄せいただきたいと思うのですが。 

 協議事項２以外ですね。 

○河内係長 はい。 

○酒井部会長 では、２まで進めること

にしましょうか。 

 ２の報告もお願いできますか。 

○河内係長 ありがとうございます。 

 では、別紙２を御覧いただけますでし

ょうか。「令和７年度『あだち脳活ラ

ボ』利用促進に向けた高齢者へのスマー

トフォンサポート事業の概要について」

です。 

 あだち脳活ラボの促進を図るために、

令和７年度に実施するスマートフォンの

サポート事業の概要について報告させて

いただきます。 

 １「実施事業」ですが、こちらが先ほど

の別紙１にありました（１）「登録サポー

ト会」と（２）「スマホよろず相談」でご

ざいます。 

 まず、（１）「登録サポート会」があだ

ち脳活ラボの利用に必要な、先ほど登録

体験いただきましたが、ＬＩＮＥの友達

登録がきっかけなのですけれども、ＬＩ

ＮＥ自体もまだ始めていない方、そうい



った方が興味があってやりたいという場

合に、ＬＩＮＥアプリのインストール方

法とか脳活ラボ自体の登録、プロフィー

ル入力、コンテンツの利用等、そういっ

たところも一緒にお教えできるようなス

マホ講座を実施していこうと思っていま

す。 

 続いて、（２）「スマホよろず相談」で

すが、こちらはあだち脳活ラボを実際に

登録していただいて、利用に生じるスマ

ホに関する使い方とか、脳活ラボがきっ

かけではあるのですが、スマホの使い方

全般の相談窓口として相談員が個別に対

応をする相談会ということで開催を予定

しています。 

 ２にあります表が、今回の予定になり

ます。 

 （１）「登録サポート会」につきまし

ては、対面の集合型で予約制として始め

ます。 

 対象は、あだち脳活ラボをまだ登録し

ていない方。登録サポート会なので登録

前の方が対象でございます。 

 会場は、生涯学習センターを含めた区

内の学習センター全館と、地域にセンタ

ーがない江南住区センター、合わせて区

内全１５か所を予定しています。毎月５

か所やりますので、年６０回ということ

で大変幅広く実施しようと思っています。 

 定員は２０人程度で考えております。 

 （２）「スマホよろず相談」になります

が、対面型のものとコールセンターで電

話だけで相談できる方法の２種類用意し

ています。対面型につきましては、あだ

ち脳活ラボ登録済みの区内高齢者の方。

コールセンターにつきましては、先ほど

説明した貸与会で専用端末を借り受けさ

れた方、また登録サポート会やよろず相

談会に参加した方であればお電話で対応

することを考えております。 

 対面型のものに関しましては、区役所

の高齢者地域包括ケア推進課がある北館

の１階、ＡＴＭ付近でテーブルを置いて

受付していこうと思っております。 

 こちらは基本的に毎月５回。年５８回

程度になりますが実施予定しています。

こちらも予約制となります。ですので、

１日１０人程度で、お１人３０分間を予

定しております。 

 右側のコールセンター型ですけれども、

こちらはお電話になりますので、お時間

だけ決めさせていただきまして、平日の

１０時から１７時。土日祝日、年末年始

除く形とさせていただいています。 

 サポート事業に連携していただく事業

者でコールセンターを設けておりまして、

令和７年４月１日から専用コールセンタ

ーを開始する予定となっております。 

 先ほどの貸与会で申し上げましたスマ

ホをお持ちでない方につきましては、最

大１００名まで機能制限付スマホをお貸

しすることになります。 

 サポート事業の今後の方針としまして

は、あだち脳活ラボを利用していただく

ため、リーフレットやあだち広報、介護

保険だより、区のホームページ、ＳＮＳ

等、様々な媒体を使って周知を図ってい

きたいと思います。 

 また、高齢者の団体の皆様とも連携し

て、随時登録サポート会の開催に向けた

調整も進めていきたいと思います。 

こちらが別紙でご用意しましたカラー刷

りのものです。緑色の横書きのものが１

枚あるかと思います。右側に「あだち脳

活ラボ」と書いてあります。こちらを半

分に折っていただくと冊子型になります。



今回は資料でＡ４サイズなのですが、Ａ

３サイズの大きいものでできています。 

 最初のページの左下にある二次元コー

ドが脳活ラボの友達登録の二次元コード

となっています。開いていただくと、中

に「メニュー」とか「効果」というところ

がございます。 

 左側を簡単に説明しますと、脳活ラボ

でできることが大きく４つありまして、

区の事業を「イベント検索」で調べるこ

とができます。今まで新聞とかチラシで

しか区の事業を周知できていなかったの

ですが、手元のスマートフォンでいつで

も検索して調べられる機能になります。 

 「暮らしの脳トレ」は、１，０００を超

える脳トレ問題にチャレンジしていただ

けるので、１日１問やっても十分あると

いうことになっています。 

 また、左下「動画視聴」は、先ほどこち

らで映させていただいたものではあるの

ですけれども、４００以上の豊富な、運

動、口腔、栄養だけではなくて、芸術とか

歌というような音楽を使った脳にも刺激

があるような取組の動画を載せておりま

す。 

 最後に右下の「もの忘れチェック」が、

Ｊ－ＭＣＩという朝田教授の研究いただ

くＭＣＩリングで実施している１３個の

質問に答えるだけで簡単に認知症リスク

を判定できるソフトとなります。 

 こういった形のものを普及啓発してい

きながら登録を増やしていって、どんど

んみなさんの介護予防につなげていきた

いと考えております。 

 私からは以上でございます。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 協議事項の１と２を合わせてご報告い

ただきました。これについて活発な意見

をよろしくお願いいたします。 

○神家満係長 すみません。補足をよろ

しいでしょうか。 

○酒井部会長 はい。 

○神家満係長 今ご説明させていただき

ました「あだち脳活ラボ」のチラシなの

ですが、これはまだ作成途中のものです。

ですので、電話番号ですとか会場の中身

はまだ精査しているところですので、あ

くまで資料として今日御覧いただければ

と思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○酒井部会長 そうですよね。例えば、

「ポイントが貯まる」ところに「Ｃｏｍ

ｉｎｇ Ｓｏｏｎ！」とあるのですが、

実際に配布を始めるときは、ここにちゃ

んと景品が出ているのですね。 

○神家満係長 そうですね。ポイント機

能を使ってどういうものができるかとい

うところを今詰めている段階ですので、

実際には令和７年度中もこのシステムは

２次開発、３次開発でどんどん進化して

いくのです。それができる度にリーフレ

ットをどんどん更新していきたいと思い

ますので、第１段階でお出しできる情報

は一部なのですが、そういった形でポイ

ントは「Ｃｏｍｉｎｇ Ｓｏｏｎ！」と

いう載せ方をさせていただいています。 

○酒井部会長 これは重要そうな。 

○神家満係長 楽しみにしていてくださ

い。 

○酒井部会長 いかがでしょう。今日、

測定会の絡みで脳活ラボの仕組や要因、

その辺り全般についてのご意見。これで

いいのか。 

○賀川委員 医師会の賀川です。３月２

９日と３月３０日の「千本桜まつり」の

中で利用登録。これはテントを設営して



何人かいらっしゃって登録させてもらう

ということでよろしいですか。 

○河内係長 そのように今、観光交流協

会に申請を出しているところでございま

す。また、登録サポートだけではなくて、

高齢者向けということなので、高齢者施

策推進室全体、そのほか介護事業者さん

と連携しながら一体的に進められたらと

検討しているところでございます。 

○賀川委員 医師会が毎回血糖測定をし

ていまして、直接関係ございませんが、

１，０００人ぐらい血糖測定に来て、数

値がゾロ目になったら景品が出たり、そ

ういうのをやっていますけれども、場所

が近ければ何か協力できるかもしれませ

ん。以上です。 

○河内係長 ありがとうございます。 

○廣島委員 １００名にスマホ貸出しと

ありますが、先ほど、動画を中心にとい

うことだったのですが、今回のＬＩＮＥ

はできるものですか。 

○河内係長 ＬＩＮＥの機能は使えるよ

うにしていまして、あだち脳活ラボを使

っていただく条件で機能を制限した形で

貸出しすることを対面型での貸与会にし

ているのですけれども、同意いただいた

上で申請していただく流れになっていま

す。 

○神家満係長 自分のスマートフォンを

解約して、２年間タダで使えるからこっ

ちでいいじゃないかという方がいらっし

ゃるのですが、先ほど言ったとおり電話

が使えなかったり、紛失されて位置情報

を管理できるような端末をお貸ししてい

ますので、そういうことを考えると、持

っている方にとってメリットはないかと

考えております。 

○内山委員 通話はできなくてもＬＩＮ

Ｅだと通話できてしまいますよね。 

○神家満係長 確かにＬＩＮＥ同士の通

話はできます。ただ、お友達同士の通話

なので、電話の機能を持っていると、ラ

ンダムで打った電話番号でつながってし

まうのです。適当に０９０何番でかかっ

てしまうので、そこは特殊詐欺につなが

ったりショートメッセージが届いてしま

ったり、そういうリスクがあるので電話

の機能を削除し今に至っています。 

○内山委員 スマホは電話機能と全く一

緒のような気がしているのです。新たに

全然違う友達とＬＩＮＥ交換できてしま

うでしょう。 

○神家満係長 今お貸出しする端末のＬ

ＩＮＥについては、一般に公開しない設

定をした上でお渡しするので、ご自身で

つながらなければ知らない人からお友達

申請とか来ないことになっています。 

○内山委員 自分からはできちゃうの。 

○神家満係長 自分で探せばできます。 

○酒井部会長 やってみないと分からな

いですね。 

 では、小浦委員。 

○小浦委員 質問です。導入の目的は、

介護予防と認知症予防だと思うのですが、

効果の測定はどのようにされるのでした

っけ。 

○河内係長 脳活ラボに登録いただいて、

先ほど参加いただいた二次元コードを読

むとか動画を見るという活動をしますと、

システムでは区に利用者さんの実績が自

動的に収集できるようになっています。 

 個人情報は何十桁という番号に置き換

えて誰が見ても分からないようにしてい

るのですけれども、一応、内部ではどな

たがどんな動画をたくさん見たとかどん

な事業に参加したか、そういったところ



が追えるようになります。ただ追うだけ

ではなくて、長く時間がかかるかもしれ

ませんが、例えば、こういう動画をたく

さん見た方は転びにくいなとか、運動を

たくさんされている方は介護認定に進ま

ないとか、そういったところに活用でき

ればということは理想として今考えてい

るところでございます。 

○小浦委員 ありがとうございます。 

○佐藤委員 足立区歯科医師会の佐藤で

すが、そもそも脳活ラボの建てつけを小

浦さんもおっしゃっていましたけれども、

高齢者向けの足立区と高齢者がつながる

メインツールという形で考えている認識

で間違っていないですか。 

○河内係長 はい。 

○佐藤委員 その中でイベントのところ

を見ると、どこまでのイベントを掲載す

る予定。プルダウンメニューからイベン

トを押したときに、高齢者はどういうイ

ベントまで。 

○河内係長 まず、私たちの所属で実施

するので、区の介護予防事業はまず検索

できるようにと思っています。ただ、将

来的には、区のほかの所管の情報とかも

連携できるようになっていくといいとは

思っておりますが、進み具合によってそ

こは検討したいと思います。 

○佐藤委員 一般の利用者の方は、もち

ろん事情は分かるのですけれども、結局

区の縦割りの中でこの情報だけ見ると見

られなくて、そうすると、結局これを見

て知らないものがあったらもう見ないと

いうようになってしまって、例えば、足

立区に住んでいる高齢者の方が足立区の

事業で何かあるかなとこれを調べれば分

かるとなれば利用の頻度が増すと思うの

ですが、それが大したことでないとか自

分の知りたいことがないとかなってしま

うと、もうそこでここは違う、というこ

とがあるので、そこはある程度、いずれ

と言わず、ただリンクを貼ればいいだけ

だと個人的には思うので、ホームページ

に書いている情報とかはここから全部見

られるようにする、分かりやすく見られ

るようにしたほうがいいのかなと思いま

した。 

○河内係長 ありがとうございます。 

○小浦委員 理想的だと思うのですけれ

ども、サロンとか自主グループもお近く

の実施日とかそこまでリンクできると、

よりいいのではないかと先生のお話を聞

いて思いました。理想論だと思いますが。 

○酒井部会長 私からも理想論ですが、

今お話を聞いて、確かにイベント検索し

て関連部署のものしか出てこないと、あ

とはないなという感じになってしまって

検索という感覚があまりないのかなと。 

 イベント検索は当然誘因の１つでもあ

ると思うので、例えば、学習施設、図書館

事業、体育施設の中でいろいろなイベン

トがあるのです。ですから、学習施設と

か体育施設の事業者のイベント情報にリ

ンクできるような、つながっていけるよ

うなものがあれば、足立区のあらゆる指

定管理業者の施設のイベントが分かるよ

うになると事業者も助かるでしょうし、

見るかなと思うのです。 

 例えば、学習施設はバラバラな状態に

なっていて、広報が一本化していないの

です。でも、もしこれが使えてイベント

情報がググれるのであれば、これを見よ

うかなと思えます。当然、ここから脳活

ラボの中身に全員が全員行くわけじゃな

いと思いますが、誘因の１つなので、そ

の辺りはどこまでのものを検索対象にす



るかは別として、ちょっと工夫を広げて

もいいのかなという気がします。 

○河内係長 ありがとうございます。 

○佐藤委員 次から次へと申しわけない

です。もちろん介護予防をするためのと

いうことは分かるのですが、その先には

やはり介護につながるわけなので、そこ

のぎりぎりの人が介護の者もここにアク

セスすれば包括に橋渡しできるところが

ないと、もちろん分かります、区で予防

してそういう人を減らそうという意図は

よく分かるのですけれども、利用者とし

てはそのときを経てお世話になっていく

と思うので、その道筋をある程度してい

かないと、もう私には関係ないものみた

いになってしまうと、これだけ費用をか

けてもったいないものになってしまわな

いようにしたほうがいいのではないかと

思いました。 

○河内係長 ありがとうございます。 

○酒井部会長 ほか、いかがでしょうか。 

○神家満係長 今の委員からのご指摘あ

りがとうございます。 

 委員のイメージされているものの中の

ほんの一部しかないと思うのですけれど

も、現時点では認知機能測定で認知機能

低下の疑いがある方については、結果に

応じてプッシュ通知で認知症検診事業と

か医療機関、または地域包括支援センタ

ーのご案内を個別に送る、そういうとこ

ろにつなぐところも機能として考えてお

りますので、そういったものを一連とし

て機能拡張して、ゆくゆくは介護のとこ

ろともつなげられたらと思いますので、

ぜひ参考にさせていただきます。 

○内山委員 シルバーの内山です。 

 「スマホよろず相談」ですが、足立区で

やるのは初めのことなのですか。もとも

とやっていたのですか。 

○神家満係長 例えば、スマートフォン

のＰａｙＰａｙとかあのようなキャンペ

ーンが出たときに臨時で、スポットで相

談コーナーを置いたり、あとは学習セン

ターの講座の１つとしてやったり、そう

いうものはありました。 

 ただ、今回の「あだち脳活ラボ」に関連

してスマホに関すること、何でも困った

ことを聞いてもいいですよ、という事業

は今回初めてです。 

○内山委員 なぜそういうことを聞いた

かというと、単なるスマホ相談だと東京

都でやっていますよね。 

○神家満係長 やっていますね。 

○内山委員 最近どんどん人が来なくて、

この前は会場でプレミアか何かでやった

ときにも１人しか来なかったという現状

なのです。ですから、今回人に来てもら

うためのそれだけの人集めをするのは、

かなりインパクトがないと、単なるスマ

ホ相談だと来ないと思うのです。来ない

というか、だんだんもう必要なくなって

きたかもしれません。ちょっと分かりま

せんが。 

 ですから、これだけやるには相当な費

用もかかるでしょうし、それだけの効果

が出せるような形の最初のアプローチが

必要かなと感じております。 

○神家満係長 ありがとうございます。 

○山ノ内委員 ＰＯＳネットの山ノ内で

す。 

 今の関連しているのですが、登録サポ

ート会もやはり来てもらうという感じな

のです。やはり地域学習センターでしか

というのはどうなのかなと思って。難し

いかもしれないですが、地域学習センタ

ーに来ている人達はもともと関心がある



人が来ているので、そういう人たちでは

ない人にもというのであれば、やはり難

しいかもしれないですが、商業施設とか

そういうところに出向いて行って登録サ

ポートしないと、多分増やせないと思い

ます。住区センターとか学習センターは、

本当に興味ある人しか行かない。だから

増やせるかなという疑問と、あと、動画

を見るかなというのが正直思います。コ

ンテンツをいっぱいつくっても見るかな

と。 

○小浦委員 小さいですものね。 

○山ノ内委員 小さいしね。例えば、測

定した結果とどういう関連があるのか、

この動画を見てください、というものと

つながっているならまだいいですが、自

分で探して、動画を果たして見るかなと。

たくさんの中からどれを選ぶかというの

は、やはりしんどいなと思います。 

 どうしても「見てください」「来てくだ

さい」というのは逃げてしまうよね。逆

にどうやったら広められるかと、せっか

くつくるのでそういうところにも目を向

けないと、多分増えないのではないかと

いう不安はどうしてもあります。 

○神家満係長 登録を増やす１つの要因

として「登録サポート会」を考えている

のですけれども、確かに待ちの姿勢だと

多分と来ない、なかなか難しいと思うの

ですけれども、商業施設ではないのです

が、違う目的で人が集まる場に我々が出

向いて、登録のＰＲとかお手伝いをする

という意味で、今度の舎人公園の「千本

桜まつり」とか、あとは９月の認知症月

間でも商業施設でやったりしていますの

で、そういうところは今までやってこな

かったという意味でも力を入れていかな

ければなと考えています。 

○山ノ内委員 広めるにはそういうとこ

ろがいいかなと思います。 

○神家満係長 ありがとうございます。 

○酒井部会長 ほか、いかがですか。 

○佐藤委員 歯科医師会の佐藤です。 

 動画視聴の動画は、誰がつくっている

のですか。 

○河内係長 先ほどご説明の中でご紹介

した筑波大の朝田教授が代表を務めてお

りますＭＣＩリングでつくられておりま

す。エビデンスとしては、専門家の方が

動画の中にそれぞれ出てくるので、しっ

かりした内容ではあると思います。 

○佐藤委員 その中に口腔ケアはありま

すか。 

○河内係長 ございます。 

○佐藤委員 あと、その内容的なところ

でいうと、先ほど山ノ内さんもおっしゃ

っていましたが、やはり、ただぱっと見

て自分で見るといってもなかなか見られ

ないと思って、測定して足りないもの、

例えば運動してここの部分を筋トレした

いと。あなたは上半身の筋力が足りない

となったら、そのトレーニングの動画を

見ようと思うのです。そういう位置づけ

がないと、ただ何となくざっと見てくだ

さいとなると、やはり興味が湧かないと

思いました。 

○神家満係長 やはりおすすめプログラ

ムとして来るものを見るだけではなくて、

自分でも選べることが大事ということで

すね。 

○佐藤委員 そうですね。ただ、それが

おすすめもピンポイントで合っていれば

いいのですが、ほかのシステムでも、例

えばＹｏｕＴｕｂｅでもあなたへのおす

すめというのが全然おすすめではなかっ

たりということもあると思うので、なか



なか難しいのかなと思うのですが。 

○神家満係長 難しいですね。 

○酒井部会長 別紙２ですが、（１）「登

録サポート会」というのがあって、もう

一つは（２）「スマホよろず相談」がある

のですね。 

 どう違うのかと思うと、登録サポート

会は登録していない区内高齢者、これか

らということですね。スマホよろず相談

はもう登録している人、登録済みの人の

教えてほしいという悩み相談になってい

るのですけれども、このリーフレットを

見て、せっかく区役所に用事があって来

た方が、ふっと登録するチャンスという

部分がないのです。既に登録した人がこ

こで相談できますが、しかも予約制です

けれども、やはり学習センターへ行って

くださいというのでは、まず行かないと

思うのです。ほかの用事で来た方を取り

込むもの、先ほどもスーパーとか何でも

ありましたけれども、そういうところで

登録しませんかとやらない限り、登録は

まず増えないのかなと。 

 登録会をやっても最初来た人は１回で

もう来ないですから、最後は数名しか来

ないというのは当然だと思うのです。だ

から、区内全１５か所で毎月云々とあり

ますけれども、それは逆にスマホよろず

相談を対象に登録サポートも含めてやら

ないと厳しいなという気がしました。 

 そのときは当然人数制限などなく、い

つでも登録サポートできる体制にしない

と難しいのではないでしょうか。別の用

事で来た人がやってみようと思ったとき

がチャンスなのです。それをつかめない

と思います。逆に言うと、やろうと思っ

ている人は認知症にならなかったり抑え

られる人なのです。スマホを使ってやろ

うと思う人は、多分かなり大丈夫な方な

のです。隙を見せて捕まった人を逃がさ

ないようにするには、やはり今までそう

いうことを考えていなかった人がふっと、

「区役所でやってるじゃん」と、そうい

うものでつかんでいくしかないと思いま

す。 

 それから、先ほどのいろいろなイベン

ト情報に関係する部分なのですけれども、

この脳活ラボを含めてスマホを使ってと

いうものをどう位置づけるかなのですが、

最終的に脳活ラボを使っていただいて継

続的に利用していただくことではつらつ

健康でいると、それが一番ベストだと思

うのですけれども、逆に言うと、今回の

スキームの中でスマホを利用した脳活ラ

ボの一連のものをつくって、その中にイ

ベント情報だけでも使いたいと思って入

っていただいて、それが１つのはつらつ

元気な高齢者の取っかかりにもなるわけ

ですから、そういった意味でもっと、最

終的に脳活ラボに行くとしても入口を狭

めないで、そっちしかないよではなく、

する工夫があるといいのかなと。 

 このシステムの評価を脳活ラボに至っ

て継続した人が何人で評価されるのでは

なくて、このシステムの中にスマホを利

用してこういうものがあるということに

参加してくれた人がどれだけいるかとい

うことが１つの成果だと思うのです。で

すから、そういった意味で「登録サポー

ト会」「スマホよろず相談」の位置づけと

か配分とか全面的に変えないと、ただ開

催して何名参加、年間で何名参加しまし

たというだけで終わってしまうのが見え

ると思います。 

 全体の協議会でも出てきているのが、

こういうシステムはすごくすばらしいけ



れども、そう簡単に、スマホだからとい

って、ＬＩＮＥだからといってやらない

よと、突っ込んでいかないとつかめない

という話なのです。現場に行かないとつ

かめないという話があったのですが、今

の「登録サポート会」「スマホよろず相談」

の在り方は、つかめないと思います。私

の独断の話ですみません。つかめないな

というのが感覚なので、このシステムな

り事業を成功させるためには、入口の部

分で大きく変革が必要な気がします。 

 すみません、独断で決めたような発言

をしてしまっているのですが、皆さんよ

ろしくお願いいたします。異論がある方

は言っていただいて。そんなことない、

でもいいのですが。 

 この「登録サポート会」「スマホよろず

相談」で結構壁があるのです。前の委員

会で、キャラバンでどんと体力測定会を

やらないと駄目ですと、来てくださいと

言ったらいいのですよ、来る人ですから。

逆に言うと、歯科医院とか病院とかスー

パー、そういうところで時間を余してい

る、待っている方をキャッチして体力測

定をすぱっとやっちゃう。もしくは歯科

で治療を終わった人がそこでやるとか、

そういうようなキャラバンで動かさない

といけないと思うのです。 

 キャラバンを使って移動すれば、その

人たちは慣れているので、その人たちが

回るので、効率的に実施していけるので

はないかと思うのです。待ちではちょっ

と人材がもったいない、って思ってしま

って。 

 今まで事務局でこういうの重ねていた

だいている中で、何か大変な面倒くさい

話を部会長がして申しわけないのですけ

れども、成功させたいので、成功させる

ためにはもっともっとつかみに行く相談

会、サポート会かなと。 

 一般的ないろいろな事業をやるときの

サポート会とか呼びかけと同じなので、

肉薄していく形でやれないかなと。体力

測定器を全部持ってキャラバンで。 

○内山委員 シルバーの関係でお話しす

ると、やはりいろいろと安全第一とか健

康第一ということでやっているのですけ

ど、講習会とか研修会とか年に何回もや

っているのですが、来る人はいつも一緒

なのです。結局そういう人たちは健康で

あるかもしれませんし怪我とかもしない

のですが、事故を起こすということが結

構あって、そういう人たちはやはりそう

いうところに来ない人なのですよね。来

る方はそれだけの気持ちもあるし、知識

も増えてくるのでよろしいのですけれど

も、来ない人が事故を起こしたりする。

本人にとってもよくないことですし、そ

ういう意味でも先ほどの前回の話のキャ

ラバンじゃないですが、来ない人にどう

やって興味を持ってもらって参加してい

ただくか、そういうことがやはり大事か

なと。 

 我々もそういう立場で来てもらうため

にどうしたらいいか知恵を出すのですけ

れども、なかなかそうはいかないですね。

そういう意味では本当に前回のタオルの

ですか。「ぱく増し」のでしたっけ、粗品

じゃないですが何かそういうことで喜ん

でもらうとかして、そこで参加してもら

うような工夫が必要なのかなと。今知恵

があるわけではないですが、何か工夫を

したいと思っています。 

○山ノ内委員 登録サポート会の会場で、

例えば、団地が多いですから、住区セン

ターが足立区内でどれくらいあるか、私



は確認が取れていませんが、意外と団地

も竹の塚を考えましても、大体住区セン

ターを持っています。そうしますと、そ

この自治会の会長、知っている会長もお

りますけれども、会長あるいは自治会が

率先して会場に集めるような。そうなり

ますと、区内全１５か所、江南住区セン

ター、これは江南のところだけなのでし

ょうか。 

○神家満係長 そうですね。登録サポー

ト会の会場を選ぶときに、区内で偏りが

あるといけないと思いました。どうして

も地域学習センターだけですと、なかな

か距離が遠くなる地域がありまして、そ

こが江南地区だったのです。なので、そ

こをカバーするという意味で、ここでは

住区センターを追加しました。 

○山ノ内委員 昔、住区センターで講演

をしたことがあるのですが、でもやっぱ

り住区センターは多いですよね。 

○神家満係長 多いですね。 

○山ノ内委員 月５か所、年６０か所、

掛け算でこれぐらい集まるかどうか別と

しまして、１回２０人。住区センターは

意外と高齢者の方々が来て、いつも来て

いる人は来ている人かもしれませんが、

いろいろ囲碁や将棋をやったり、ほかも

イベントもしていますので、何か手っ取

り早いかなと感じるのですが。 

○神家満係長 そうですね。いつも来る

方をつかまえて。 

○山ノ内委員 それでもいいのです。あ

るいは、そこに会長、副会長がいますの

で、集まれと言うと意外と高齢者の方々

が集まりますので。それで……いただけ

るか。いかがでしょうか。 

○酒井部会長 学習センターに集まれと

いうより、もっと違った目的で集まる場

所に集まれと言うと集まりやすいのかな

という気はしますね。 

○山ノ内委員 住区センターは本当に多

いのですよ。 

○酒井部会長 多いですね。 

○神家満係長 今回の資料で「登録サポ

ート会」「スマホよろず相談」、こういう

載せ方なので、登録できるだけですよと

誤解を与えてしまったかもしれませんが、

我々としてもチャレンジであり挑戦なの

で、本当に攻めに行くつもりでおります。

もちろん登録にも臨時で出向いて行きま

すし、事業者とも話をしているのですけ

れども、例えば、地域学習センターにい

ろいろな目的でいらっしゃる、図書館も

ありますし体育館もありますし、そうい

った方が何かやっているときにのぞいた

ときにも、予約していないけど最終的に

は会場に空きがあればご案内してくださ

いと、そこはやりますと言ってくれてい

ますので、違う目的で来た方を機会を逃

さずつかまえていくところは、これから

力を入れてやっていきたいと思っていま

す。 

○酒井部会長 では、協議事項１、２、ほ

か、いかがでしょうか。 

 それでは、まず協議事項については終

わりにして、また最後にお話を伺うこと

があるかと思います。 

 では、報告事項に入っていきたいと思

います。 

 報告事項の１つ目になります。 

 （１）「令和７年度介護予防事業の見直

しの結果について」、報告をお願いした

いと思います。 

○河内係長 介護予防担当の河内より説

明させていただきます。 

 こちらは令和７年度介護予防事業の見



直しの案とさせていただいています。予

算の都合上、決定が、まだ予算案が出て

いないわけなので、現状の考えとしての

案という書き方にさせていただきます。 

 今回のはつらつ高齢者部会が始まった

当初からの案件として出させていただい

たものの現時点で方向性が固まった進捗

をご報告させていただきます。 

 項番１にあります対象事業５つです。

こちらは前回もご報告させていただいて

おりますが、この５つについて下の表で

説明させていただきたいと思います。 

 まず（１）「高齢者体力測定会」、こち

らは先ほど委員の方に参加いただいた、

今までですと、握力、立ち上がり機能と

か足腰の機能を中心としていたものに新

たに認知機能測定を加えた測定会に変更

いたします。 

 右側に「変更後（Ｒ７年度～）」とあり

ますけれども、説明さしあげたとおり、

申込不要にして、こちらに関してはいつ

でも来ていつでも測れるというような実

施方法に見直そうと思っております。 

 また、開催規模は先ほど説明さしあげ

たサポート会に似ているのですけれども、

⑤区内地域学習センター及び生涯学習セ

ンターを合わせた１４か所で毎月開催と

いうことで、こちらは待ちではあるので

すが、いつでも来られるというところを

そのほかのＰＲ活動でどんどん周知して

いこうと思っております。 

 では、続きまして（２）「はつらつ教室

（室内型）」になります。こちらは有酸素、

筋力、栄養、口腔ケアの４種をカリキュ

ラムを分けて、学べたら自宅で取り組め

るような指導ということで実施していま

した。 

 こちらに関しましては、課題にありま

したところが、先着順による事前申込と

か、自宅で取り組むための資料がご用意

できていなかった部分もあったり、最初

の目的であった学んだことを持って帰っ

てもらうところでどのようにつないでい

くかを考えて見直しました。 

 変更後につきましては、「公平な利用

機会の確保」と書いてありますけれども、

はつらつ教室の課題としては、同じ方の

参加が目立っていたというのもあるので

すが、いろいろヒアリングで学習センタ

ーを回っていたところ、同じ方の参加の

中でもキャンセル待ちになってしまって、

参加率の差がある方も中にはいらっしゃ

るということで、新規の方を増やしたい

というのも１つなのですが、同じリピー

ターの方でも公平に参加してもらうよう

にするには、抽選という形の方法を取り

入れようと考えております。 

 先ほどの別紙１でご説明したとおり、

こちらの教室の中で脳活ラボの配信動画

も実際に体験していただく場を設けよう

と思っています。 

 ③の回数につきましては、今まで月２

回の１２か月、２４回制という会場の規

模でやっていたところですが、この定員

に対して実績は人数の参加率が少ない部

分もありましたので、実態に即した回数

に合わせることと、あとは１回で全部学

んで持ち帰れる内容に直させていただこ

うと思いまして、年８回開かせていただ

くところでございます。 

 では、裏面になりますが（３）「はじめ

てのフレイル予防教室」です。こちらは、

大きな変更というわけではなく、少し夏

場の暑い時期にかかる期間の回数を減ら

す形で見直させていただくような変更と

なります。 



 真ん中の「変更前・課題」のところにあ

ります「①全１２回の連続講座」で今実

施しておりまして、大体３、４か月かか

る教室になっています。こちらは上半期

と下半期と２期制で開催しているのです

が、上半期の最終が夏場にかかってしま

う。また、下半期の始まりも真夏にかか

ってしまうということで、その部分だけ

を少し削る形で１２回制を１０回に見直

すようにしたいと思います。時間が７５

分でやっていたものを９０分に増やす形

にはなりますが、トータルの時間数は以

前と変わらないような内容で変更する形

になります。 

 続きまして（４）と（５）です。（４）

「ＺＯＯＭでオンライン体操教室」、（５）

あだちスマホ教室」こちらがコロナ禍が

あって令和５年度から実施しているもの

ではあるのですけれども、こちらについ

てはあだち脳活ラボが始まるに当たって

オンラインの取組に移行する形で今年度

で終了しようと思っております。 

 どうしてもＺＯＯＭが難しいというお

声をたくさん頂いていたことと「あだち

スマホ教室」も登録サポート会等に置き

換えさせていただく形で引き続き実施し

ていきたいと考えております。 

 最後、【終了】とあります「あだち・ら 

くらく体操」、こちらにつきましては、以

前からご報告さしあげていたとおり、今

年度をもちまして終了として進めている

ところでございます。 

 Ｊ：ＣＯＭでの放送ということなので

すが、視聴率が集計できないということ

で、効果測定が取れないことが課題であ

りました。 

 「あだち脳活ラボ」ですと参加者の実

績が把握できるというのが特徴で、そち

らに移行していきますし、あだち・らく

らく体操は区のホームページでも実際に

今放送しておりますので、そういったと

ころを周知していきたいと考えておりま

す。 

 ３「今後の方針」としましては、（１）

「既存参加者がスムーズに移行できるよ

う、区ホームページ等で説明していく。」

と書いてありますが、実際、現場に説明

に行かなければいけないものは、我々が

足を運んで説明しに行きたいと思ってお

ります。 

 また、見直しによる効果につきまして

は、検証した上で今後の事業に展開して

いきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 私からは以上です。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 今のご報告について、ご意見等頂けれ

ばと思います。 

○小浦委員 栄養士会の小浦です。 

 （２）「はつらつ教室（室内型）」の件

で、今ご報告の内容になかったので伺い

たいのですが、管理栄養士ははつらつ教

室で栄養講座を２か月に１回担当してき

ました。センターからもう今年度で終了

だという連絡を受けているのですが、そ

れは栄養士会内で共有できていなかった

ら申しわけないのですけれども、プログ

ラム変更については、栄養士会には連絡

いただいていたことなのでしょうか。 

○河内係長 こちらについては、学習セ

ンターに随意契約で実施させていただい

ているところなのですが、まず実施の可

能性とか、どのようにできるかというこ

とを実際に説明に回らせていただいてい

たところでございます。栄養士会さんの

ほうに直接ご相談、連絡は取れていない



ところでした。 

 センターさんを通じて説明した上で、

今、講師依頼も学習センターからお願い

しているところではあるのですが、ちょ

っとこちらからというのは、私がセンタ

ーにお願いしてしまっていた部分がある

かと思います。すみません、直接こちら

かのご相談はできていないです。 

○小浦委員 来年度、講師を派遣しての

栄養講座はもうしないという決定事項で

いいのですか。 

○河内係長 そのように今進めさせてい

ただいているところではあります。 

○小浦委員 まだ決定ではない。 

○河内係長 それは、決定で進めている

ところ。 

○小浦委員 決定事項なのですか。 

○河内係長 はい。 

○小浦委員 前回のはつらつ部会での話

し合い、ご報告だと、プログラムの変更

とか講義の回数の縮小とかそういう話し

合いだったと思うのですが、そのあと中

止が決定したということですか。 

○河内係長 そうですね。課内で話し合

いをさせていただいたところでしかない

のですけれども、今回、脳活ラボを進め

ていきたいところもあって、動画の配信

に置き換えさせていただこうということ

で見直させていただいたところでござい

ます。 

○小浦委員 承知しました。栄養講座の

動画がある。脳活ラボの中に。 

○河内係長 はい。 

○小浦委員 そうなんですね。はつらつ

教室は介護予防の運動、口腔、栄養、社会

とのつながり、その３本柱が必要なのだ

と、どれが１本欠けても介護予防はなか

なか進まないということを軸に話してき

たところなので、体操が人気、メインで

はあったのですけれども、やはりそのテ

ーマはずらさずに続けてもらいたいなと。 

 そんな中で、毎回栄養講義が同じ話で

同じテキストで、前回聞いたからもうい

いわ、といって参加がなかなか促せなか

ったりして、そんな中でも各講師が毎回

いろいろな話題提供を考えて参加を促す

ような努力を管理栄養士たちが続けてき

ましたので、それをセンターから直接来

年度から終わりですと連絡を受けたのは

ちょっと残念な感じが拭えないというか、

連絡、報告の順番を考えてほしかったな

と感じています。 

○河内係長 そうですね。事前の連絡と

いうか話し合いが、ご相談できていなく

て申しわけございませんでした。 

 委員がおっしゃるとおり、口腔、栄養

の必要性とか、そういったところが教室

内でなくならないようにはセンターに依

頼をしているところではあるのですけれ

ども、実際の対面型ではない形にさせて

いただこうとは思っているところです。 

○小浦委員 そうですね。やはりやり方

などを講義の場でレクチャーをして、実

際自宅で何をつくったらいい、どうした

らいいという部分を伴奏してほしいので

すよね、皆さん。そういうのを結構大事

にしてきたので、そういうものが動画配

信でかなうのかという不安と、ご高齢の

皆さんはやはり不安で寂しくて、自信を

もらいたい方も多い中で、先ほどの脳活

ラボの登録会とか自分が求めている動画

がなかなか出てこないだとか、そういう

ところでもあるのですけれども。あまり

デジタル化してしまうと見放されてしま

ったような、やれる人だけやってねみた

いな区からの一方的な配信みたいに捉え



られてしまうと、「よし、介護予防がんば

ろう」みたいな生き生きした感じが持ち

にくいのではないかなと心配になります。 

○河内係長 今、センターを回らせてい

ただいているところでもあるのですが、

４月以降も現場のほうには足を運んで説

明していこうと思っているところであり

まして、当然、参加者さんを見放すこと

はないですし、来ていただいた方にいか

にどれだけ自分の生活の中に持ち帰って

もらえるかお話ししてほしいということ

はお伝えしているところと、あとは新し

い参加者さん、今まで来なかった方々も

どんどん参加していただきたいのは以前

からの願いではあるので、そういったと

ころはうまく混ざり合うような形でちゃ

んと説明の場を設けていきながらやって

いきたいと思っています。 

○小浦委員 そうですね。配信される動

画も定期配信されるのかとか、これを学

習したら次はこれというようなカリキュ

ラムがあるのかとか、そういう辺りの、

黒川さんがいらっしゃるので、身になる

ような、見てよかったなと、やってみよ

うかなと思えるようなカリキュラムが配

信されるといいなと思います。 

○河内係長 そうですね。先ほど見てい

ただいたパッケージのもの等ありますが、

ああいったものもちゃんとどれが効果的

かとご意見を頂いたりしながら足立区で

進められるものを決めていけたらと思い

ます。ありがとうございます。 

○半貫室長 高齢者施策推進室長の半貫

です。 

 今まで非常にご協力いただいておりま

したのに、きちんとした形でお伝えでき

なかったことは、すみません、ちょっと

後になってこの場になってしまいますが、

お詫びをさせていただきたいと思います。

申しわけありませんでした。 

○佐藤委員 ちょっと全体の中で時間も

あれなので聞きたいと思ったのですが、

今ちょっとその話から受けて、結構建付

けがそういう感じでアウトソーシングす

るものは全く中身が伝わってこないので

すよね。今回も朝田先生が監修したのは

そうかもしれないけれど、その人は、例

えば、足立医師会の内容を詰めているわ

けではないと思いますし、口腔ケアがあ

りますと言われても何の話をしているか

分からないし、その人が動画を見て、利

用者が足立区の歯科医院に来ました、あ

の動画を見ました、何ですか、となると、

何のためにこっちは地域に貢献してやっ

ているのかなというところがすごく感じ

られるのです。 

 実際にはつらつ教室をやっているのは、

僕の認識だと、歯科医師会にはオファー

なくて東京都の歯科衛生士会でやってい

るのですよね。経緯が僕は分からないの

で、歯科医師会が断ったとかあるかもし

れないのですけれども、結局、現状とし

ては、こういうことがやられているのは

歯科医師会も知らない。この後のフレイ

ル予防教室の口腔に関しても歯科医師会

はタッチしていない。 

 内容で言うと、区が幾ら参加してくれ

といって参加しても歯科医師会の会員も

内容が分からないし、そういうところで

受診されても、足立区民のためにとなる

と、そこのつながりはもうちょっと有機

的にしないと何のための地域医療なのか

なと常々感じているところで、そこは申

しわけないですけれども、他の自治体と

かで、もちろんもっとうまくいっていな

いところもたくさんあると思うのですが、



いっているところだと、そういうところ

はすごく連携が密で、ひいてはそれが区

民のためになっているところが感じられ

るので、先ほど小浦さんがおっしゃった

とおりで、動画配信とかそういうところ

も大事なのだけど、やはり利用者が、自

分たちが足立区に住んでいて利用してよ

かったというのを区の施設、医療機関、

そういうもの全てがつながるところを念

頭に考えてほしいと思います。 

○河内係長 ありがとうございます。 

○酒井部会長 よろしいですか。 

 今ご意見を聞いていて、令和７年度介

護予防事業の見直しとあるのですが、当

然システムを変えていこうということで、

様々な事業について全般的に見直すとい

う話になったと思っています。効果測定

できないものだからそれはやめて脳活ラ

ボにしようと、これは効果測定できると

いう前提で進めているのだと思うのです。 

 ただ、はつらつ教室は、やはり現場で

やらなくてはいけないのと同じように、

栄養、口腔ケアもの自体は動画配信とか

では代替できないものがあると思うので

す。ですから、見直し（案）で事実上確定

したのかもしれないですけれども、生の

講義の中でしか選べないものがやはりあ

るので、見直し（案）を考える場合には、

根幹部分の人とのつながりのある講座は

残していくことをしなければ本末転倒か

なと。 

 部会長は本当は公平でなくてはいけな

いのですが、見直しを考えるときのスタ

ンスが外注と動画依存では真逆の結果を

導く可能性があるなと。地域包括ケアで

すから、地域の協力してくれる方、組織、

機関を使わないで動画配信でというのは

地域包括ケアにならないと考えます。 

 ほか、意見いかがでしょうか。 

 では、次に行きましょうか。また戻っ

て話はできると思いますので。 

 それでは、報告事項の２つ目、（２）「令

和６年度『ぱく増し』事業の進捗状況に

ついて」をお願いしたいと思います。 

○黒川係長 高齢者栄養施策推進担当、

黒川です。  

 「ぱく増し」ですけれども、２月が強

化月間ということで今真っ最中でござい

ます。まだ途中のものが多いですが、進

捗状況をお伝えさせていただければと思

います。  

 項番１番、月間の進捗状況というとこ

ろの（１）「『アンケートに答えてぱく増

し商品を当てよう！』キャンペーン」。  

 １月中旬からチラシやポスターなどを

包括や、スーパーはこれからになる部分

があるかと思うのですが、区内施設など

経由してチラシなどの配布が始まったと

ころでございます。  

 お配りしている資料、クリップ留めの

一番上にあります派手なチラシです。キ

ャンペーン専用はがき付応募用紙となっ

ております。  

 こちらは昨年度、オンライン、はがき

を合わせまして３，１７３人の方にアン

ケートにお答えいただき、ご応募いただ

いたものなのですけれども、昨日現在で

オンラインで１，５００、はがきで５０

０、あわせて２，０００の応募が既に来

ております。昨年度より多くなりそうな

状況でございます。  

 昨年度と違うところなのですけれども、

あだち配食サービス協力店とか大塚食品

さんがキャンペーンのプレゼントにぜひ

出したいということで提供希望を出して

くださいまして、配食のお弁当５食無料



券１０名様、あとは大塚食品さんから豆

乳とレトルトカレーなのですが、２０名

様分提供していただけるということで、

合わせて５０名様にプレゼントが用意で

きる運びとなりました。  

 こちらは３月１３日までが応募期間と

なっておりまして、地域包括ケアシステ

ム推進会議がちょうど３月１３日に予定

されています。そこには集計結果が間に

合わないのですけれども、来年度のケア

システム推進会議等でその結果をお伝え

できればと思っております。  

 スーパー、コンビニですけれども、ス

ーパーは昨年度からイトーヨーカドーさ

ん、ヨークさん、ベルクスさんが協力い

ただいているのですが、今年度はさらに

セブン－イレブンさんから、１３９店舗

となっているのですけれども、セブン－

イレブンさんが数を間違えましたという

ことで１４０店舗ご協力いただけること

になりまして、小さめののぼりですが２

本ずつ店舗に来週ぐらいから置いていた

だける運びとなっております。あと、千

住にありますスーパーＴＡＮＡＫＡさん

にも協力いただくということで店舗が増

えた形となっております。 

 セブン－イレブンさんですけれども、

２月中旬にカップデリという商品、いろ

いろな種類のものがあるのですが、そち

らを２品買いますと、サラダチキンバー

をプレゼントしてくださる企画をセブン

さんのほうで考えて実施してくださると

いうことで２月１７日からスタートする

予定なのですけれども、実施してくださ

るということになっております。  

 （３）「あだち広報、区施設及び庁内施

設発信ミニコミ紙等によるＰＲ」です。

１月２５日号のあだち広報、今日お配り

している資料にもおつけさせていただい

ているのですが、皆様、御覧いただけて

いますでしょうか。表紙と裏面の両方に

「ぱく増し」を載せていただけることが

できました。高齢者の方からかなり反応

があるところでございます。  

 また、今日お配りしている資料で、区

内に地域学習センター、生涯学習センタ

ーが１４か所あるのですけれども、全部

の地域学習センターさんでそれぞれのミ

ニコミ紙に「ぱく増し」を載せてくださ

いました。  

 興本地域学習センターの招き猫が表紙

のもの、冊子になっているものは皆さん

お手元にありますでしょうか。１ページ

を開けていただきますと、「ぱく増し」の

説明とかキャンペーンのことを載せてく

ださっています。  

 もう一冊、「よいしょ」という伊興地域

学習センターのものですが、５ページを

見ていただきますと「ぱく増し」の記事

が載っていまして、さらに「ぱく増し」の

講座情報が出ているのですけれども、伊

興地域学習センターで「ぱく増し」の料

理講座などを企画してくださっていまし

て、なんとその１つは、小浦委員が講師

としてやってくださっているのですけれ

ども、多くの地域学習センターが記事に

載せてくれているだけではなくて、「ぱ

く増し」にちなんだ講座を開いてくださ

ったり、関連の本を掲載してくださった

りとかなりご協力いただいている状況に

なります。  

 ほかの地域学習センターのものも本日

お持ちしましたので、話を聞きながらで

申しわけないですが、置いておきますの

で最後にちらっと見ていただければと思

います。  



 庁内連携などもかなり進んできており

まして、図書館でも「ぱく増し」コーナー

を２月に設置してくださっていまして、

関連本やのぼりなど置いたり、全１５か

所の図書館で実施してくださっている状

況でございます。  

 （４）「ぱく増し普及啓発品」というこ

とで、今この期間、３月１３日まで地域

包括支援センターに行くだけで、今年度

つくっている「ぱく増しハンドタオル」

をプレゼントしまして、「ぱく増し」って

どういうことなのか包括の方が伝えつつ、

ちゃんと家でも「ぱく増しやってみてく

ださい」とお伝えしながらこちらをお配

りすることをやらせていただいておりま

す。  

 こちらをちょっと回覧していただけれ

ばと思います。  

 委員の皆様には、今日ではなく、３月

１３日の地域包括ケアシステム推進会議

で全員の委員さんに配付させていただけ

ればと思っております。  

 項番２、「普及啓発品『てぬぐい』を活

用したレジスタンス運動の開発」で、前

回の部会で山ノ内先生に実演していただ

いた手ぬぐい体操なのですけれども、今

日お配りしている資料の中に入っている

のですが、このような立派な形で完成い

たしました。  

 別紙５の説明にも入れさせていただい

ているのですけれども、住区センターで

「リハビリのプロと学ぶ筋肉維持講座」

というものを今年度から実施しているの

ですが、そちらで手ぬぐい体操を何回か

実施いたしたところでございます。  

 大変好評いただいておりまして、そこ

で手ぬぐいも配布しているのですけれど

も、手ぬぐいも資料も足りなくなるよう

な状態です。実際に受けた方は、さらに

それを広めたいと言ってくださる方が多

くて、今後手ぬぐいが足りなくなりそう

な状況なのですが、大変好評いただいて

おります。  

 印刷物に関しましては、本当にできた

てほやほやなのですけれども、山ノ内先

生何かありましたら、あとでコメント頂

ければと思います。  

○山ノ内委員 きれいなものをつくって

いただいてありがとうございます。モデ

ルさんが同じ課の中の人を使っていただ

いてありがとうございました。 

○酒井部会長 もう一つ、次の（３）「令

和６年度『食べてフレイル予防』事業の

進捗状況について」、これもあわせてお

願いしたいと思います。 

○黒川係長 ありがとうございます。  

 では、引き続き別紙５の（３）「令和

６年度『食べてフレイル予防』事業の進

捗状況について」、お伝えさせていただ

きます。  

 高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施という事業の中でやらせていただい

ております「食べてフレイル予防」事業、

こちらは集団支援と個別支援の両方を実

施することが条件になっております。  

 １「集団支援」です。栄養講座は住区セ

ンターを中心に実施しております。  

 住区センターは先ほども少し話題に上

がりましたけれども、足立区で４８か所

プラス鹿浜いきいき館と悠々会館の５０

か所で住区推進課が管理する通いの場が

あるのですが、こちらのオレンジの枠の

「ぱく増し栄養講座」のチラシを御覧く

ださい。  

 令和６年度は３６会場で「食べてフレ

イル予防」事業を希望されまして、実施



しているところでございます。前期に関

しまして、改修中の施設などもございま

して、３５会場、３５回の栄養講座にな

っているのですが、参加者が１，０４９ 

人。後期に関しましては、こちらの資料

をつくった１月２４日現在ですけれども、

２９  回実施の８２８人ということで、多

分１，０００人ぐらいになるかと思いま

す。合わせまして年間で２，０００人近

くの方が栄養講座に参加いただけている

状況になっております。  

 （２）「栄養講座」です。大変好評で依

頼が結構舞い込んでまいります。シルバ

ー人材の北部ブロックでぜひ話をしてほ

しい、ということがありまして、１０月

２２日に栄養講座を実施させていただき

まして、１４１人に参加いただきました。

千住ブロックでも３月１２日にやってほ

しいといという依頼がありまして、実施

予定となっております。  

 イの部分なのですけれども「デフケア

足立クローバー」という、耳が聞こえな

い方たちのデイケアからも依頼がありま

して、今週末の日曜日ですが栄養講座実

施予定となっております。  

 （３）「筋肉上げマッスル測定会」とい

うことで、集団支援の中で体組成計や握

力計を使った体重、骨格、筋力、握力を測

定する測定会を実施しております。今年

度は３５回以上ということで、毎月のよ

うに実施していただけるようにやってい

るのですけれども、参加人数や体重、握

力などの数値に関しては、現在集計中と

いうことで来年度報告できればと思って

おります。  

 先ほど触れさせていただいた（４）「リ

ハビリのプロと学ぶ筋肉維持講座」です。

あだちＰＯＳネットワークの理学療法士

さん、作業療法士さんにご協力いただき

まして、今年度４回既に実施させていた

だきました。参加者が  １５７  人というこ

とでかなり多くの方に参加いただいてお

ります。あと２回実施予定ということに

なっております。  

 項番２、「個別支援」です。  

 （１）「対象者」。後期高齢者健診受診

者の中で、低栄養の基準に該当した方の

７５～７９歳の方７４人に対し、３～４

か月間の訪問２回を含む栄養相談を実施

させていただいております。男性に関し

ては、今年度少し幅を広く拡大しまして、

ＢＭＩ２０、少し体格が大きいと言いま

すか２０まで上げて対象者を広げ、実施

しているところでございます。 

 対象１１９人に対して訪問し、初回栄

養相談を実施。人数が５６人となってお

ります。こちらも年度末には結果をまと

めて来年度報告できるようにさせていた

だきます。 

 項番３、「令和７年度の事業変更点」で

すが、３６会場で集団支援をさせていた

だいているところですが、新たに４会場

が令和７年度から希望するということで

手が挙がりましたので、４会場を加えま

して来年度は４０会場。栄養講座のほう

前期後期合わせて８０回実施する形で進

めていくことになりました。 

 私からは以上です。 

○酒井部会長 ありがとうございます。 

 非常に豊富な「ぱく増し」の資料あり

がとうございます。これは持って帰って

いいのですよね。どこでどういうものを

やっているかとか、実際の「ぱく増し」の

現場で商品の提供があるか詳しく出てい

ます。これを生かしていきたいなと。 

 学習センターの冊子に載っているのは



非常に分かりやすいし、目をひきますね。

これはすばらしいと思います。 

 これについて意見はどうですか。 

 ご報告という点でよろしいですかね。 

 それでは、報告事項の最後になります。

（４）「生活支援体制整備事業における

課題および今後の取り組みについて」、

報告をお願いしたいと思います。 

○河内係長 こちらにつきましては、介

護予防生活支援係の河内から初めに紹介

させていただきまして、ご出席いただい

ています基幹地域包括支援センターの堀

課長に途中からバトンタッチさせていた

だきたいと思います。 

 では、生活支援体制整備事業は令和２

年から本格的に始めましたが、毎年課題

等、地域包括支援センター及び基幹地域

包括支援センターと連携しながら進めて

まいりました。こちらについて、令和６

年度の課題の報告と今後の取組について、

別紙６－１にありますピラピッドの。あ

と別紙６－２にありますホチキス留めの

基幹地域包括支援センターの堀課長のと

ころでつくっていただいた報告書を基に

報告させていただければと思います。 

 では、堀課長お願いしてもよろしいで

しょうか。 

○堀委員 ちょっと時間が短くなりまし

たので、できるだけ簡単にお話しさせて

頂きたいと思います。 

 別紙６－１の会議体の流れの中で、特

に基幹地域包括支援センターでは下から

２段目の「一層二層連絡会」、それから

「生活支援体制整備事業検討会」、これ

は両方とも包括支援センターの職員がメ

ンバーになって協議をする場でございま

すけれども、こちらのコーディネートを

させていただきまして、取りまとめた結

果を本日報告させていただきます。別紙

６－２になります。 

 私どもは委託でお預かりしているとこ

ろは、２件の報告事項がありまして、１

つが地域資源の把握に関する調査報告。

それからもう一点が地域課題の抽出に関

する報告の２点でございます。こちらの

報告書はパワーポイント資料ですが、そ

の２点を合わせて取りまとめたものでご

ざいます。 

 １枚めくっていただいたところからが

地「域資源の把握」でございまして、足立

区の場合は、今のところ通いの場の数と

いうのを地域資源と定めておりますので、

そのデータについて、現状の通いの場の

リストの集計結果に基づいて統計情報を

掲載してございます。 

 もう一枚めくっていただいて、ベース

にしている通いの場リストは、８月現在

の数字ですけれども、総数で２２３とな

っております。今１２月に集計を行った

ところで、２４８という最新値に変わっ

ておりますが、そのようなところでござ

います。 

 包括圏域ごとの登録数と活動内容は、

スライド番号で申しわけないです、８番

のところにスライドがございます。これ

は総数２２３を包括の圏域ごとにどんな

場所がどれくらいあるかということを示

したものでございます。 

 大分ばらつきもあるところでございま

して、ここまで詳細に見るのはこれまで

なかなかなかったところでございますが、

今年度、区のホームページに通いの場リ

ストを掲載したということで、ある程度

データを固めることができたということ

で形にしたものでございます。 

 ただし、今後モニタリングしていくに



当たって、ベースになる資料をもう少し

精査しなければいけないところがありま

して、今ここに掲載している数値は確定

値ではございませんので、来年度はもう

少し前後する形で変わって報告させてい

ただくことになるかと思います。 

 次が、Ⅱ「地域課題の抽出と解決の方

向性」でございまして、もう一枚めくっ

ていただいた上段の２「抽出した地域課

題と取り組みの方向性」に要約の全てを

掲載してございます。 

 今年度抽出した課題としましては、発

足当時からの課題とも言えるのですが、

改めて担い手の確保、発掘が大きな課題

になってきているということと、２つ目

には共食の場の支援策が必要だという意

見。 

 それから最後に、活動の場所が限られ

ているために、場所の確保も大きな課題

だという、この３点が包括支援センター

から２５センターの協議の中で抽出され

た３つの地域課題でございました。 

 それから、業務課題につきましては、

包括支援センターが業務上当たっている

壁を表していると思うのですが、１つは

介護予防のための元気アップ教室等が、

活動内容にウォーキングを設定しており

ますが、ウォーキングだけだとマッチン

グがなかなか難しい、というのが包括の

現場感覚だそうでございます。 

 それから評価に関してでございますが、

これは地域資源の創出を図るに当たって、

住民の方、プログラムに対して伴走支援

を行うところがございますが、今は結果

としての数字だけですので、そうしたプ

ロセスも評価してほしいというご意見が

出ております。この辺は継続検討となっ

ております。 

 蛇足ではございますが、担い手の不足

のところが非常に難しいところでござい

まして、今日、新しい「あだち脳活ラボ」

の話の中で包括ケアのシステムの在り方

についてもお話がございましたが、やは

りオンラインで入ってきた方をリアルの

地域包括ケアシステの中にどのように結

びつけていただけるかが一番関心のしど

ころでございまして、包括の現場も足で

回ってはいるのですけれども、なかなか

リーチできない住民の方が、ひょっとす

るとデジタルに掘り起こすチャンスがあ

るのではないかということを現場として

は期待するのですが、進めていただく中

で、その後、実際に包括ケアを形成して

いる地域ケアのメンバーのところにデジ

タルで掘り起こされた住民の方がつなが

れてくるというリアルの仕組みに接続し

ていただくような流れを将来的には期待

したいと思っているところでございます。 

 少し長くなりましたが、以上でござい

ます。 

○酒井部会長 ありがとうございます。  

 今日は時間の関係もあるのですが、ほ

んの少しだけでもこの報告事項に関して

皆さんご意見があれば。  

 よろしいですかね。  

 今日の高齢者部会は、本当の体力測定

と脳活ラボがこのように営まれるのだな

と体験できて、委員の皆様と共有できた

ことは本当によい機会だったと思いま

す。  

 デジタルとアナログの結びつけが  大

事なのだという最後のお話が非常に心に

残りました。一層二層連絡会の検討結果

というものが非常に重要ということが分

かりました。  

 先ほど、デジタルの重要性、特に脳活



ラボはこれからどんどんつくり上げてい

く部分ですので、皆で参加者が増えてい

くものに、仕組みにしていけたらと、皆

様の意見を経て、進めていきたいと考え

ていくところです。  

 それに当たっても、はつらつ高齢者部

会の勧奨する事業って何だろうと考えた

ときに、今、脳活ラボが旬ですからそち

らに行きますが、やはりもともとあった

講座にしても大事なものは残して参加者

を増やしていく作業は、地域資源を生か

す作業は重要なのだなと感じました。  

 私から今日の部会の感想を述べさせて

いただきました。  

 今日はありがとうございました。  

 では、事務局にお返しいたします。  

○司会 酒井部会長、ありがとうござい

ました。委員の皆様におかれましても、

活発なご意見、ご質問を頂きましてあり

がとうございます。  

 委員の皆様に事務連絡がございます。

本日をもちまして令和６年度はつらつ高

齢者部会は全ての開催が終了となりま

す。令和７年度の開催につきましては、

改めてご案内いたしますので、よろしく

お願いいたします。  

 それでは、これにて令和６年度足立区

地域包括ケアシステム推進会議第３回は

つらつ高齢者部会は終了といたします。  

 本日はありがとうございました。  

 


